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【要約】 

本研究は、パリ市内の社会的に混ざり合った地域に住む 4 歳の子どもを対象とした、本

の読み聞かせ（SBR）介入の影響を評価する無作為化比較試験の結果を提示するものであ

る。我々は、家族の大規模な無作為サンプルを選択し、保護者に無料の本、SBR の利点に

関する情報、および効果的な読書の実践のためのヒントを提供した。介入前と介入後に、

治療を受けた子どもと対照の子どもの間で、SBR の頻度と子どもの語彙力を測定した。介

入は SBR 頻度に大きな効果があった。試験前の時点では、毎日の SBR は 41.2％の家庭で

行われていたが、治療により 8％のポイントでこの実践が促進された。週単位での SBR は

14％ポイント促進された。介入は低学歴世帯においてのみ SBR の頻度を促進した。この

均等化効果は、恵まれない家庭は SBR プログラムの恩恵を受けにくい傾向があるという先

行研究の報告を背景にした重要な知見である。介入はまた、受容語彙の標準化テストで測

定された子どもの言語能力を有意に向上させた。主な治療効果の大きさは、テスト後の

0.12 から追跡調査時の 0.16 までの範囲である。治療効果は介入終了後 6 ヵ月後も持続す

る。低学歴・移民の家庭の子どもたちは、高学歴・移民の家庭の子どもたちと同じくらい

語彙力が向上した。さらに、フォローアップ時に検出された語彙力の成長に対する持続的

な正の効果は、恵まれない家庭の子どもたちにも及んでいる。さらに、このような子供た

ちは教育資源の乏しい学校に通っていることが多い。したがって、当初は読書関連の活動

への参加が少なく、教育資源の乏しい学校では、この介入が強い影響を与えることは心強

いことである。 

【感想】 

読み聞かせの効果が実際にどれくらいあるのかについて気になっていたのでこの論文を読

みました。私たち BFC は昨年に実際に読み聞かせを行い、多くの方々の支援のもと大成

功に終わりました。しかし、この読み聞かせが子どもたちにどのように役に立っているの

かが分からずに、少し葛藤していた時期がありました。しかし、この論文の実証的な研究

を読んで、読み聞かせがきちんと言語能力に効果があったのかと思うと、私たちがやって

いることは意味があるのだなと思いました。 
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